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〒332-0032 川口市中青木 2-13-21
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景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

1

■協力企業様紹介
■ 景気観測
■ 特別調査
　「2023年（令和5年）の経営見通し」
■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策
■ あおしんトピックス
■ 個別判断項目（業種別）
　総合
　鋳造業
　機械製造業
　卸売業
　小売業
　建設業
　不動産業
　サービス業
■ あおしんビジネスクラブのご紹介
■ 「成長支援事業 専門家派遣」のご紹介
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調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業数

分析方法

お問い合わせ先

１．
２．
３．

４.
５．
６．

７．

８．

川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2022年 12月 1日（木）～ 12月 6日（火）
2022年 7月～9月期と比較した2022年 10月～12月期の実績見込み
2022年 10月～12月期と比較した2023年 1月～3月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 307企業、回答企業数 307企業＜回答率（100%）＞
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 50、卸売業 28、小売業 41、
建設業 46、不動産業 30、サービス業 45
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

鋳造

製造

http://www.fuji-dc.co.jp/ホームページ

https://bso0291.bsj.jp/ホームページ

富士ダイカスト株式会社

●所在地
　越谷市大成町2-244-2
●電話番号　048-985-2986
●業種　鋳造業
●事業内容
　ダイカスト製品製造（インサー
ト鋳造できます）協力工場で金
型、塗装、メッキ、加工、アル
マイト等お引き受けできます。

　弊社は、昭和34年に創業した64年目を迎える会社です。アルミニウム、亜鉛、真
鍮、特殊合金など多種類の材料を鋳造してきた経験があるダイカスト製品製造メー
カーです。製造業である我々はモノづくりでしたらお役に立つことが何かあると思
い、「モノづくりを通して社会貢献をし、皆で成長する」を経営方針としました。
　そして製造業で大事なのが品質です。弊社の品質方針は「顧客の要求を理解し最
もシンプルな方法でより良い製品を提供する」です。お客様の要望がどのようなも
のなのかなど、対話を大事にしながら、簡単に早く安くできる方法を提案、または
一緒に見つけてウィンウィンの関係でありたいという思いです。是非とも研究、開
発のパートナーとして声をかけてください。よろしくお願いいたします。

●所在地
　川口市赤井2-12-15
●電話番号　048-285-7206
●業種　金型製造業
●事業内容　ハンガー製造、工作
機械部品製造、マシニング加工、
プラスチック用金型製造、ＣＡＭ
設計、フライス加工、トレイ製造、
自動車部品製造、ＣＡＤ設計

　弊社は令和４年４月に昭和37年の創業から60周年を迎えました。創業以来
プラスチック用金型の設計・制作一筋に打ち込んできました。3DCAD・
CAMを用いた設計からマシニングセンターやワイヤー放電加工機を用いた加
工を得意としており、設計から試作まで自社で完結可能であることが当社の強
みです。半導体のICトレイや自動車部品の金型を多く請け負っており、取引先
からは精度の高い加工技術に好評をいただいています。
　長年培ってきた技術を活かし、お客様の要望に合わせた個別設計にも対応可
能です。

▲ワイヤー放電加工機 ▲マシニングセンター▲外観

株式会社下田金型製作所

▲展示会に出品した弊社鋳造の真鍮
　ダイカスト製品

▲ダイカストマシン　 ▲三次元測定機での測定
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AOKI SHINKIN BANK

サービス

製造

卸売

小売

景気動向調査にご協力いただいている企業様をご紹介いたします

https://www.saketop.jp/index.htmlホームページ

『酒のＴＯＰ』（有限会社小林貫商事）

●所在地
　さいたま市桜区町谷2-1-16
●電話番号　048-854-6728
●業種　小売業
●事業内容
　酒類小売・酒類卸販売

　弊社は、1975年の創業以来、酒類の小売業から出発し、埼玉・東京エリア
を中心に、現在『酒のＴＯＰ』を12店舗展開しております。2001年には、酒
類の卸売販売免許を取得。
　その後は、酒造会社やワインの輸入卸販売会社を譲り受け、お客様の多様な
ニーズに応えるべく、魅力的な商品づくりに日々、取り組んでおります。
　創意工夫し、そして、グループの力を駆使してこれからも、お客様に愛され
る店づくりを目指して参ります。

トラベル埼玉

●所在地
　さいたま市緑区中尾1931
●電話番号 048-873-0111
●業種　旅行業
●事業内容
　団体旅行の手配・実施、募集
型バス旅行の企画・催行、個
人旅行の手配等

　貸切観光バスを利用した団体旅行を主軸に旅行斡旋全般を取り扱うトラベル
埼玉の事務所は、さいたま市緑区にあります。接客カウンターはなく、アウト
セールスが中心です。新型コロナウイルス感染症による団体旅行の減少から、
今後は小グループや個人旅行の受注拡大を視野に入れ展開していきたいと考え
ています。
　トラベル埼玉に関心を持って頂いた方は、上記QRコードよりご覧下さい。

http://www.saitabi.com/

http://blog.saitabi.com/

ホームページ

ブログ
ブログHP

▲事務所（代表 榎本 明男） ▲「横須賀軍港巡り」人気です。▲こんな景色を見に行きませんか？

▲店舗外観 ▲店内 ▲店舗外観▲Ｄ.ｂｅｌｌ▲縫製作業▲ＨｕｓｈＴｕｇ（ハッシュタグ）

ハンドバッグ鈴木

●所在地　川口市東内野361-4
●電話番号　048-297-2555
●業種
　革製品のOEM、ODM事業
●事業内容
　ハンドバッグ、鞄、小物などの
革製品縫製

　代表は高校卒業後、創業約90年を迎えるハンドバッグメーカーに勤務。2000年に川口にて独立。
47年間主に革のハンドバッグを生産して参りました。ハイブランドにも引けをとらない技術を持つ職
人さん達と自社工房でＯＥＭ・ＯＤＭを中心に請け負って参りました。しかしコロナの影響による受
注減少、また材料の高騰により厳しい状況でありましたところ、新規取引先の販売メーカーである“Ｈ
ｕｓｈＴｕｇ”のバッグと出会いました。“ＨｕｓｈＴｕｇ”の究極を突き詰めるシンプルなデザイン、“
品質は上げるが価格は抑える”という全てにおいて新しい考え方に共感し、自社工房の技術を“Ｈｕｓ
ｈＴｕｇ”のバッグに注ぎ、新しい技術、工法にもチャレンジしております。これからもスタッフ、職
人さん達で力を合わせて日本のものづくり［Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ］の技術を若い方々に伝え向上
を目指します。
　また、自社オリジナルバッグブランドである“Ｄ.ｂｅｌｌ”も企画しております。革製品は肌に優し
く馴染むことからノベルティとして活用されると喜ばれますので、是非ご相談下さい。
　“ＨｕｓｈＴｕｇ”の販売サイトにて当社の紹介ページが掲載（ｈｔｔｐｓ：／／ｓｈｏｐ.ｈｕｓｈ
ｔｕｇ.ｎｅｔ/ｐａｇｅｓ/ｆａｃｔｏｒｙ ）されております。併せてご参照下さい。

https://dbell.jp/

https://shop.hushtug.net

ホームページ

HushTug
hushtugHP

株式会社オオカワ

●所在地
　さいたま市緑区大間木457-3
●電話番号　048-874-2469
●業種　卸売業
●取扱商品　建築金物

　当社は平成元年11月創業の建築材料や電動工具を取扱う販売店です。取扱
う建築材料の多くは板金材料であり、壁材・屋根材に使用される商品数は１万
種類以上です。店内にない商品は取寄せも可能です。きめ細やかな接客やサー
ビスの提供に力を入れており、お客様からのご要望に沿った商品提案ができま
す。ぜひ一度ご来店ください。

▲店舗外観 ▲店内▲店内
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https://www.saketop.jp/index.htmlホームページ

『酒のＴＯＰ』（有限会社小林貫商事）

●所在地
　さいたま市桜区町谷2-1-16
●電話番号　048-854-6728
●業種　小売業
●事業内容
　酒類小売・酒類卸販売

　弊社は、1975年の創業以来、酒類の小売業から出発し、埼玉・東京エリア
を中心に、現在『酒のＴＯＰ』を12店舗展開しております。2001年には、酒
類の卸売販売免許を取得。
　その後は、酒造会社やワインの輸入卸販売会社を譲り受け、お客様の多様な
ニーズに応えるべく、魅力的な商品づくりに日々、取り組んでおります。
　創意工夫し、そして、グループの力を駆使してこれからも、お客様に愛され
る店づくりを目指して参ります。

トラベル埼玉

●所在地
　さいたま市緑区中尾1931
●電話番号 048-873-0111
●業種　旅行業
●事業内容
　団体旅行の手配・実施、募集
型バス旅行の企画・催行、個
人旅行の手配等

　貸切観光バスを利用した団体旅行を主軸に旅行斡旋全般を取り扱うトラベル
埼玉の事務所は、さいたま市緑区にあります。接客カウンターはなく、アウト
セールスが中心です。新型コロナウイルス感染症による団体旅行の減少から、
今後は小グループや個人旅行の受注拡大を視野に入れ展開していきたいと考え
ています。
　トラベル埼玉に関心を持って頂いた方は、上記QRコードよりご覧下さい。

http://www.saitabi.com/

http://blog.saitabi.com/

ホームページ

ブログ
ブログHP

▲事務所（代表 榎本 明男） ▲「横須賀軍港巡り」人気です。▲こんな景色を見に行きませんか？

▲店舗外観 ▲店内 ▲店舗外観▲Ｄ.ｂｅｌｌ▲縫製作業▲ＨｕｓｈＴｕｇ（ハッシュタグ）

ハンドバッグ鈴木

●所在地　川口市東内野361-4
●電話番号　048-297-2555
●業種
　革製品のOEM、ODM事業
●事業内容
　ハンドバッグ、鞄、小物などの
革製品縫製

　代表は高校卒業後、創業約90年を迎えるハンドバッグメーカーに勤務。2000年に川口にて独立。
47年間主に革のハンドバッグを生産して参りました。ハイブランドにも引けをとらない技術を持つ職
人さん達と自社工房でＯＥＭ・ＯＤＭを中心に請け負って参りました。しかしコロナの影響による受
注減少、また材料の高騰により厳しい状況でありましたところ、新規取引先の販売メーカーである“Ｈ
ｕｓｈＴｕｇ”のバッグと出会いました。“ＨｕｓｈＴｕｇ”の究極を突き詰めるシンプルなデザイン、“
品質は上げるが価格は抑える”という全てにおいて新しい考え方に共感し、自社工房の技術を“Ｈｕｓ
ｈＴｕｇ”のバッグに注ぎ、新しい技術、工法にもチャレンジしております。これからもスタッフ、職
人さん達で力を合わせて日本のものづくり［Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ］の技術を若い方々に伝え向上
を目指します。
　また、自社オリジナルバッグブランドである“Ｄ.ｂｅｌｌ”も企画しております。革製品は肌に優し
く馴染むことからノベルティとして活用されると喜ばれますので、是非ご相談下さい。
　“ＨｕｓｈＴｕｇ”の販売サイトにて当社の紹介ページが掲載（ｈｔｔｐｓ：／／ｓｈｏｐ.ｈｕｓｈ
ｔｕｇ.ｎｅｔ/ｐａｇｅｓ/ｆａｃｔｏｒｙ ）されております。併せてご参照下さい。

https://dbell.jp/

https://shop.hushtug.net

ホームページ

HushTug
hushtugHP

株式会社オオカワ

●所在地
　さいたま市緑区大間木457-3
●電話番号　048-874-2469
●業種　卸売業
●取扱商品　建築金物

　当社は平成元年11月創業の建築材料や電動工具を取扱う販売店です。取扱
う建築材料の多くは板金材料であり、壁材・屋根材に使用される商品数は１万
種類以上です。店内にない商品は取寄せも可能です。きめ細やかな接客やサー
ビスの提供に力を入れており、お客様からのご要望に沿った商品提案ができま
す。ぜひ一度ご来店ください。

▲店舗外観 ▲店内▲店内
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《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）
帝国データバンク入社、調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮
支店情報部配属、現在に至る。

株式会社帝国データバンク
大宮支店 情報部　記者

長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）

　地域の経済や雇用を支える中小企業。しかし、近年は後継者が見つからないことで、事業が黒字でも廃業を選
択する企業は多い。日本政策金融公庫の調査では、60歳以上の経営者のうち50％超が将来的な廃業を予定。こ
のうち「後継者難」を理由とする廃業が3割に迫る。
　後継者が不在であるなか、新型コロナウイルスによる業績悪化などが追い打ちとなり事業継続を断念する事例
も想定され、その回避策としての事業承継支援が今まで以上に注目されている。中小企業庁は2022年3月、従業
員承継や第三者承継（Ｍ＆Ａ）、「引き継ぎ手」により焦点を当てた「事業承継ガイドライン」を新たに改定、円滑な
事業承継に向けたサポートを進めている。
　帝国データバンク大宮支店は、信用調査報告書ファイル「ＣＣＲ」など自社データベースをもとに、2020年10
月～2022年10月を対象として、事業承継の実態について分析可能な約1万社（埼玉県・全業種）における後継者
の決定状況と事業承継動向について分析を行った。

１． 2022年の「後継者不在」状況 
埼玉県企業の後継者不在率は61.9％、6年連続で減少 
コロナ前からは5.7ポイント減
　埼玉県企業の「後継者問題」は改善が進んでいる。
埼玉県企業の後継者不在率は2022年で61.9％とな
り、コロナ前である2019年の67.6％と比較して5.7
ポイント減、2021年の64.1％からも2.2ポイント減
少し、6年連続で不在率が低下した。

２．後継者不在率経営者年代別状況
全年代で不在率減少も、不在率は全国を上回る
　後継者不在率推移を社長の年代別でみると、2022年は年代の若い「30歳未満」「30代」「40代」はいずれも
80％台。「50代」が68.6％、「60代」が48.2％、「70代」が35.2％、「80歳以上」が34.0％と年代が高くなるにつ
れ不在率が減少している。
　前年の2021年と比較すると、「30歳未満」で7.5ポイント減となったほか、すべての年代で減少。平均では2.2
ポイント減少し、不在率は61.9％だった。
　全国も年代が高くなるにつれ不在率が減少したほか、すべての年代で前年比減少となったが、平均では埼玉県
を下回る同4.3ポイント減少となった。全国の不在率平均は57.2％となり、埼玉県を4.7ポイント下回った。

３．２０２２年の事業承継動向　―経営者就任経緯
同族承継の減少進み、脱ファミリーの傾向がより鮮明に
　2018年以降の過去5年における事業承継について、先代
経営者との関係性（就任経緯別）をみると、2022年の事業
承継は「同族承継」が35.8％で最多。次いで「内部昇格」
（30.5％）、「Ｍ＆Ａほか」（22.7％）、「外部招聘」（7.8％）が
続いた。
　推移をみると、親族間の承継である「同族承継」の減少が
進む一方、血縁関係によらない役員などを登用した「内部昇
格」、買収や出向を中心にした「Ｍ＆Ａほか」、社外の第三者
を代表として迎える「外部招聘」の割合は増加傾向にある。
事業承継は脱ファミリーの傾向がより鮮明となっているとい
えよう。

４. 今後の見通し
事業承継の重要性が中小企業にも浸透・波及、今後も後継者不在率は低下へ
　今回の調査では、2022年の後継者不在率（埼玉県・全業種）は61.9％、3社に2社が後継者不在であることが
分かった。全国的にみると不在率はいまだ高水準にあるが、2017年以降6年連続で低下しており、コロナ前から
官民一体となって推し進めてきた事業承継の重要性が中小企業にも浸透・波及してきた結果といえよう。Ｍ＆Ａ
の普及や事業承継税制の改良・拡大、金融機関主導の事業承継ファンドなど、多種多様なニーズに対応可能なメ
ニューが揃っていることも、後継者問題の解消に多大な役割を果たしている。今後も、国や自治体による事業承継
への働きかけが継続されれば、企業の後継者問題に対する意識が一層高まる形で、不在率は引き続き低下してい
くものとみられる。

埼玉県企業「後継者不在率」動向調査（2022年）
後継者不在率61.9％、6年連続減少

～不在率、経営者全世代で改善進むも依然全国平均を上回る水準～

後継者不在率推移（埼玉県・全業種）

経営者年代別 後継者不在率推移 内訳

就任経緯別 推移

［注1］～2020年の数値は、過去調査時の最新データ
［注2］「M&Aほか」は、買収・出向・分社化の合計値
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《略歴》
富山県出身、県立富山東高等学校卒業、法政大学社会学部卒業。1991年（株）
帝国データバンク入社、調査第1部配属。1999年本社情報部配属、2008年大宮
支店情報部配属、現在に至る。

株式会社帝国データバンク
大宮支店 情報部　記者

長森 浩史（ナガモリ ヒロシ）

　地域の経済や雇用を支える中小企業。しかし、近年は後継者が見つからないことで、事業が黒字でも廃業を選
択する企業は多い。日本政策金融公庫の調査では、60歳以上の経営者のうち50％超が将来的な廃業を予定。こ
のうち「後継者難」を理由とする廃業が3割に迫る。
　後継者が不在であるなか、新型コロナウイルスによる業績悪化などが追い打ちとなり事業継続を断念する事例
も想定され、その回避策としての事業承継支援が今まで以上に注目されている。中小企業庁は2022年3月、従業
員承継や第三者承継（Ｍ＆Ａ）、「引き継ぎ手」により焦点を当てた「事業承継ガイドライン」を新たに改定、円滑な
事業承継に向けたサポートを進めている。
　帝国データバンク大宮支店は、信用調査報告書ファイル「ＣＣＲ」など自社データベースをもとに、2020年10
月～2022年10月を対象として、事業承継の実態について分析可能な約1万社（埼玉県・全業種）における後継者
の決定状況と事業承継動向について分析を行った。

１． 2022年の「後継者不在」状況 
埼玉県企業の後継者不在率は61.9％、6年連続で減少 
コロナ前からは5.7ポイント減
　埼玉県企業の「後継者問題」は改善が進んでいる。
埼玉県企業の後継者不在率は2022年で61.9％とな
り、コロナ前である2019年の67.6％と比較して5.7
ポイント減、2021年の64.1％からも2.2ポイント減
少し、6年連続で不在率が低下した。

２．後継者不在率経営者年代別状況
全年代で不在率減少も、不在率は全国を上回る
　後継者不在率推移を社長の年代別でみると、2022年は年代の若い「30歳未満」「30代」「40代」はいずれも
80％台。「50代」が68.6％、「60代」が48.2％、「70代」が35.2％、「80歳以上」が34.0％と年代が高くなるにつ
れ不在率が減少している。
　前年の2021年と比較すると、「30歳未満」で7.5ポイント減となったほか、すべての年代で減少。平均では2.2
ポイント減少し、不在率は61.9％だった。
　全国も年代が高くなるにつれ不在率が減少したほか、すべての年代で前年比減少となったが、平均では埼玉県
を下回る同4.3ポイント減少となった。全国の不在率平均は57.2％となり、埼玉県を4.7ポイント下回った。

３．２０２２年の事業承継動向　―経営者就任経緯
同族承継の減少進み、脱ファミリーの傾向がより鮮明に
　2018年以降の過去5年における事業承継について、先代
経営者との関係性（就任経緯別）をみると、2022年の事業
承継は「同族承継」が35.8％で最多。次いで「内部昇格」
（30.5％）、「Ｍ＆Ａほか」（22.7％）、「外部招聘」（7.8％）が
続いた。
　推移をみると、親族間の承継である「同族承継」の減少が
進む一方、血縁関係によらない役員などを登用した「内部昇
格」、買収や出向を中心にした「Ｍ＆Ａほか」、社外の第三者
を代表として迎える「外部招聘」の割合は増加傾向にある。
事業承継は脱ファミリーの傾向がより鮮明となっているとい
えよう。

４. 今後の見通し
事業承継の重要性が中小企業にも浸透・波及、今後も後継者不在率は低下へ
　今回の調査では、2022年の後継者不在率（埼玉県・全業種）は61.9％、3社に2社が後継者不在であることが
分かった。全国的にみると不在率はいまだ高水準にあるが、2017年以降6年連続で低下しており、コロナ前から
官民一体となって推し進めてきた事業承継の重要性が中小企業にも浸透・波及してきた結果といえよう。Ｍ＆Ａ
の普及や事業承継税制の改良・拡大、金融機関主導の事業承継ファンドなど、多種多様なニーズに対応可能なメ
ニューが揃っていることも、後継者問題の解消に多大な役割を果たしている。今後も、国や自治体による事業承継
への働きかけが継続されれば、企業の後継者問題に対する意識が一層高まる形で、不在率は引き続き低下してい
くものとみられる。

埼玉県企業「後継者不在率」動向調査（2022年）
後継者不在率61.9％、6年連続減少

～不在率、経営者全世代で改善進むも依然全国平均を上回る水準～

後継者不在率推移（埼玉県・全業種）

経営者年代別 後継者不在率推移 内訳

就任経緯別 推移

［注1］～2020年の数値は、過去調査時の最新データ
［注2］「M&Aほか」は、買収・出向・分社化の合計値
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特別調査 2023年（令和5年）の経営見通し2023年（令和5年）の経営見通し

問 

1 貴社では、2023年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から1つ選んでお答えください。

•製造原価の高止まりが続く中、値上げ交渉は比較的順調にできており明るい兆しがある。し
かしながら、国内自動車メーカーの半導体不足による減産から、原料となる端材の安定調達
に不安がある状況に変わりはない。
•9月は単月で過去最高、例年比 150％の増収となった。来期は若干の落ち込みを予想してい
るが、人材や工場用地の確保が課題である。
　•コロナ禍で輸出を控えていた企業から仕事が来るようになった。
　•ペーパーレスの進展は当社の業績に悪い影響を及ぼすが、新商品の開発、コロナや円安の影
響により、国内生産に切り替える業者からの需要もあり、コロナ禍前の売上水準に回復しつ
つある。
　•コロナの影響は仲間内でも聞かなくなった。今後、売上は増加していく見込みであるが、エ
ネルギー価格の高騰は工場を稼働する限り影響するのが痛手である。
　•鉄鋼業界は価格転嫁ができているほうだと思うが、元気のない中国や世界情勢などを見る
と日本の景気が下がり、来年は弊社も厳しくなってくるように感じる。
　•未だに仕入がままならない。仕入価格もエネルギー価格も上がり二重苦となっている。
　•卸先（飲食店）の売上は徐々に回復しているものの、コロナ禍前には戻っていない。各種支援
金もなくなり、経営難が続いている。
　•ジェネリック薬品メーカーの相次ぐ不祥事により生産が滞っており、医薬品の供給不足が
続いている。品不足解消には 2～ 3年かかると思う。
　•不動産と木材等建築資材の価格高騰により建売販売事業の収益が見込めない状況が続いて
いる。
　•車輛のパーツ毎に製造業者が異なる為、修理が終わるまでに 3ヶ月以上かかることもある。
物流の早期正常化を望んでいる。
　•燃料費高騰による利幅縮小の他、新型コロナ第 8波の影響による売上減少が心配である。
　•コロナによる旅行離れが続いている。割引やクーポンを利用するのは若い世代が多く、当社
の客層（年配が多い）とは真逆。補助金を利用するのも一時的に立て替えなくてはいけない
為、資金繰りに影響が出かねない。
　•会員価格を値上げしたところ、会員が減少している。
　•顧問先の廃業等が数件あった。企業に活気や勢いがなく、日本経済への期待の薄さなどが影
響しているように感じる。

【鋳　  造　  業】

【歯 車 製 造 業】

【光学レンズ製造】
【プリンタサプライ商品製造】

【金属部品加工】

【鋼 材 卸 売】

【木 材 卸 売】
【酒 類 小 売】

【医 薬 品 小 売】

【不 動 産 業】

【自動車修理・整備】

【タ ク シ ー 業】
【 旅 行 業 】

【フィットネスクラブ運営】
【社 労 士 業】

特別調査　調査員コメント

問 

5
2023 年の事業環境を展望したとき、貴社にとっての経営リスクは何ですか。最も当てはまるものを1～ 0から
3つ以内で選んでお答えください。

①原材料・仕入価格のさらなる高騰
②原油・天然ガス等のエネルギー価格高騰
③コロナなど感染症の感染再拡大

④ロシア・ウクライナを含む海外情勢の緊迫化
⑤台風・豪雨・地震・噴火などの自然災害
⑥取引先廃業等による売上げ激減
⑦経営者や従業員の健康問題

⑧コロナ融資の返済
⑨円安・インフレの加速

⓪その他

77.9％
41.0％

26.7％
16.0％

5.2％
11.7％
13.4％

16.3％
2.3％

4.6％

①30%以上の増加
②20～ 30%未満
③10～ 20%未満
④10%未満の増加

⑤変わらない
⑥10%未満の減少
⑦10～ 20%未満
⑧20～ 30%未満
⑨30%以上の減少

2.6％
1.9％

10.8％
21.8％

45.3％
12.4％

3.6％

0％
1.6％

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超

⑦業況改善の見通しは立たない

17.9％
9.8％

22.8％
10.1％
9.8％

5.2％
24.4％

問 

２
貴社では、2023 年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から 1 つ選んでお答え
ください。

問 

4
貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から 1つ選んでお答え
ください。

問 

3
2023 年において貴社の売上額の伸び率は、2022 年に比べおおよそどのくらいになると見通していま
すか。次の中から 1 つ選んでお答えください。

①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通

⑤やや悪い
⑥悪い

⑦非常に悪い

0％
0.3％

6.8％
22.5％

46.3％
21.2％

2.9％

①非常に良い
②良い

③やや良い
④普通

⑤やや悪い
⑥悪い

⑦非常に悪い

0％
1.3％

12.4％
48.5％

30.3％
7.2％

0.3％
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特別調査 2023年（令和5年）の経営見通し2023年（令和5年）の経営見通し
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るが、人材や工場用地の確保が課題である。
　•コロナ禍で輸出を控えていた企業から仕事が来るようになった。
　•ペーパーレスの進展は当社の業績に悪い影響を及ぼすが、新商品の開発、コロナや円安の影
響により、国内生産に切り替える業者からの需要もあり、コロナ禍前の売上水準に回復しつ
つある。
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いる。
　•車輛のパーツ毎に製造業者が異なる為、修理が終わるまでに 3ヶ月以上かかることもある。
物流の早期正常化を望んでいる。
　•燃料費高騰による利幅縮小の他、新型コロナ第 8波の影響による売上減少が心配である。
　•コロナによる旅行離れが続いている。割引やクーポンを利用するのは若い世代が多く、当社
の客層（年配が多い）とは真逆。補助金を利用するのも一時的に立て替えなくてはいけない
為、資金繰りに影響が出かねない。
　•会員価格を値上げしたところ、会員が減少している。
　•顧問先の廃業等が数件あった。企業に活気や勢いがなく、日本経済への期待の薄さなどが影
響しているように感じる。

【鋳　  造　  業】

【歯 車 製 造 業】

【光学レンズ製造】
【プリンタサプライ商品製造】

【金属部品加工】

【鋼 材 卸 売】

【木 材 卸 売】
【酒 類 小 売】

【医 薬 品 小 売】

【不 動 産 業】

【自動車修理・整備】

【タ ク シ ー 業】
【 旅 行 業 】

【フィットネスクラブ運営】
【社 労 士 業】

特別調査　調査員コメント

問 

5
2023 年の事業環境を展望したとき、貴社にとっての経営リスクは何ですか。最も当てはまるものを1～ 0から
3つ以内で選んでお答えください。

①原材料・仕入価格のさらなる高騰
②原油・天然ガス等のエネルギー価格高騰
③コロナなど感染症の感染再拡大

④ロシア・ウクライナを含む海外情勢の緊迫化
⑤台風・豪雨・地震・噴火などの自然災害
⑥取引先廃業等による売上げ激減
⑦経営者や従業員の健康問題

⑧コロナ融資の返済
⑨円安・インフレの加速

⓪その他

77.9％
41.0％

26.7％
16.0％

5.2％
11.7％
13.4％

16.3％
2.3％

4.6％

①30%以上の増加
②20～ 30%未満
③10～ 20%未満
④10%未満の増加

⑤変わらない
⑥10%未満の減少
⑦10～ 20%未満
⑧20～ 30%未満
⑨30%以上の減少

2.6％
1.9％

10.8％
21.8％

45.3％
12.4％

3.6％

0％
1.6％

①すでに上向いている
②6か月以内
③1年後
④2年後
⑤3年後
⑥3年超

⑦業況改善の見通しは立たない

17.9％
9.8％

22.8％
10.1％
9.8％

5.2％
24.4％

問 

２
貴社では、2023 年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から 1 つ選んでお答え
ください。

問 

4
貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から 1つ選んでお答え
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経営上の問題点と当面の重点経営施策

（%）

経営上の問題点集計結果（全業種）

2022 年 6 月 2022 年 9 月 2022 年 12 月

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

大手との競争激化

値下げ要請

原材料高

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

輸入品との競争激化

0 10 20 30 40 50

（%）

当面の重点経営施策（全業種）

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける

0 10 20 30 40 50

「第8期あおしん次世代経営塾（サテライト・ゼミwith青木信用金庫）」を開講しました。

あおしんトピックス

「第28回地域貢献セミナー」を開催しました
　あおしんビジネスクラブ主催「第28回地域貢献セミナー」を11月16日（水）に川口
駅前市民ホール「フレンディア」において、ビジネスクラブ会員をはじめとする156名の
お客様に参加していただき開催いたしました。
　セミナーは、講師に秋草学園短期大学学長・工学博士の北野大氏をお招きし、『地
球環境を救う新しいライフスタイルへ～今、地球のためにできることを考えよう～』と
題してSDGsをテーマとする講演をしていただきました。
　コロナ禍においてまだまだ予断を許さない状態が続く中、感染症対策を徹底し、座
席も密とならないよう配慮。参加者数も制限しての開催となりましたが、参加者から
は、「たいへん勉強になった」、「SDGsに取り組みたい」などの反響がありました。
　あおしんビジネスクラブでは、今後も時局にあったテーマでセミナーを開催し、お客
様に様々な気づきの機会を提供してまいります。

　あおしんビジネスクラブでは、企業の次世代を担う若手経営者・後継者・経営幹部の
皆様をご支援することを目的に、「あおしん次世代経営塾」を毎年度開講しております。
　2022年度は中小企業大学校と連携し、「サテライト・ゼミwith青木信用金庫」とし
て、10月3日 （月）、川口駅前市民ホール「フレンディア」において、受講生18名を迎えて
開講いたしました。
　第8期となる今年は、『「次世代トップリーダー養成講座」～人間力向上編～』をテー
マに11月2日（水）まで全3回構成で実施しました。
　研修は人間力経営（株） 代表取締役 坂本篤彦氏を講師に迎え、後継者や経営幹部
候補が環境変化に適するための経営のあり方や求められる役割・心構えについて学ぶ
ことで、自社の将来のビジョンを明確にすることをねらいとして、グループワーク中心に
進められました。
　3日間の研修を終えた受講生からは、「大変参考になった」、「事例が的確でわかりや
すかった」、「異業種や年齢の違う方々から学ぶことが多かった」など高い評価が寄せら
れました。

「川口市市産品フェア2022」が開催されました。
　今回で8回目となる「川口市市産品フェア2022」が10月21日（金）～23日（日）の3
日間、彩の国ビジュアルプラザ（SKIPシティ）において開催されました。
　「知ろう・使おう・広げよう」をテーマに、市産品の魅力を発信し、販路拡大を図るとと
もに、地産地消の機運を高め地域経済の活性化につなげるため、今年は137企業・団
体（内、当金庫取引先43先）が出展しました。
　また、企業販路拡大支援の一環として、受発注企業商談会や事業者向けセミナー等
も開催されました。
　開催期間中は終始好天に恵まれ、3日間で2万人を超える来場者がありました。
　当金庫も実行委員会構成団体を務め、市内の他金融機関と交代で23日（日）に金融
機関合同相談窓口において相談業務を実施しました。

※中小企業基盤整備機構 関東本部のHPに掲載されている研修体験レポート「中小企業大学校
　サテライト・ゼミwith青木信用金庫」に詳細が紹介されておりますので、ぜひご覧ください。
URL : https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kanto/publication/information/2022/mpjnpl00000067qs.html スマホは

こちらから▶

8 9
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こちらから▶
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合
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…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

業
況

良い 普通 悪い

売
上

増加 変わらず 減少

※カッコ内は前回調査との増減幅です。¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降
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益
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・
請
負
・
料
金
価
格

原
材
料
・
仕
入
価
格

上昇 変わらず 下降

設
備

過剰 適正 不足

資
金
繰
り

楽 変わらず 苦しい

総　合
SOUGOU

　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは0となり、前
期（7～9月期）と比較して14ポイントの改善となった。「売上」
で10ポイント、「収益」で7ポイント、「資金繰り」で2ポイント、
「設備」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「原材
料・仕入価格」で4ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」5ポイント、「売上」で7ポイン

ト、「収益」で3ポイント、「資金繰り」で1ポイントの悪化、「設
備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で6ポイント、「原材料・
仕入価格」で13ポイント下降を予想している。
　全体的には景況感の改善傾向が続いているものの、来期の
見通しについては原材料・エネルギー価格の高止まり等によ
る景況感の悪化を予想している。

業況判断指数

0
（+14）

当 期

▲5
（▲5）

来期予想
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来期予想
46

（▲13）
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（+2）

来期予想
▲6
（▲1）
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（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

18.9 47.9 33.2

18.2 58.7 23.1

24.1 52.1 23.8

26.4 47.9 25.7

23.1 58.0 18.9

30.6 49.5 19.9

17.9 52.5 29.6

15.3 61.6 23.1

20.2 54.4 25.4

36.5 60.9 2.6

27.0 70.1 2.9

32.2 65.5 2.3

64.4 33.6 2.0

48.2 49.8 2.0

60.3 38.1 1.6

2.2 89.1 8.7

2.5 90.6 6.9

2.5 90.6 6.9

8.5 76.5 15.0

7.2 79.8 13.0

80.4 12.17.5
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…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

業
況

良い 普通 悪い

売
上

増加 変わらず 減少

※カッコ内は前回調査との増減幅です。¥¥ …DI 値 1以上 …DI 値▲１以下…DI 値 0¥
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総　合
SOUGOU

　全業種の当期（10～12月期）の業況判断DIは0となり、前
期（7～9月期）と比較して14ポイントの改善となった。「売上」
で10ポイント、「収益」で7ポイント、「資金繰り」で2ポイント、
「設備」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」、「原材
料・仕入価格」で4ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「業況」5ポイント、「売上」で7ポイン

ト、「収益」で3ポイント、「資金繰り」で1ポイントの悪化、「設
備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で6ポイント、「原材料・
仕入価格」で13ポイント下降を予想している。
　全体的には景況感の改善傾向が続いているものの、来期の
見通しについては原材料・エネルギー価格の高止まり等によ
る景況感の悪化を予想している。
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AOKI SHINKIN BANK

鋳造業
CHUZOU-GYOU

鋳
造
業

機
械
製
造
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい資金繰り
（単位 :%）

過剰 適正 不足 過剰 適正 不足設備
（単位 :%）

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）
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（単位 :%）

収益
（単位 :%）

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

　鋳造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは3となり、前期（7～9月期）と比
較して17ポイントの改善となった。「売上」で4ポイント、「収益」で34ポイント、
「資金繰り」で7ポイント、「設備」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で
21ポイント、「原材料・仕入価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」、「設備」で横ばい、「業況」、「売上」で17ポイ
ント、「収益」で3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で24ポイント、「原材
料・仕入価格」で38ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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業況判断指数
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（+23）

当 期
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　機械製造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲3となり、前期（7～9月
期）と比較して23ポイントの改善となった。「売上」で13ポイント、「収益」で8ポ
イント、「設備」で5ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で21ポイントの上
昇、「原材料・仕入価格」で6ポイントの下降、「資金繰り」で3ポイントの悪化と
なる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で11ポイント、「売上」で3ポイント、「収益」で8
ポイント、「資金繰り」で5ポイントの改善、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金
価格」で8ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降を予想している。
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　鋳造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは3となり、前期（7～9月期）と比
較して17ポイントの改善となった。「売上」で4ポイント、「収益」で34ポイント、
「資金繰り」で7ポイント、「設備」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で
21ポイント、「原材料・仕入価格」で3ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」、「設備」で横ばい、「業況」、「売上」で17ポイ
ント、「収益」で3ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で24ポイント、「原材
料・仕入価格」で38ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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　機械製造業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲3となり、前期（7～9月
期）と比較して23ポイントの改善となった。「売上」で13ポイント、「収益」で8ポ
イント、「設備」で5ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で21ポイントの上
昇、「原材料・仕入価格」で6ポイントの下降、「資金繰り」で3ポイントの悪化と
なる。
　来期（1～3月期）は、「業況」で11ポイント、「売上」で3ポイント、「収益」で8
ポイント、「資金繰り」で5ポイントの改善、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金
価格」で8ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降を予想している。
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来期
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来期
2023年1～3月

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい

3.4 82.8 13.3

96.6 3.4

89.7 6.9

過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

89.7 10.3

93.1

93.1
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17.2 69.0 13.8
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68.4 21.110.5

7.9 68.4 23.7

84.2 10.55.3

84.2 7.97.9

84.2 7.97.9

79.018.4 2.6
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63.236.8
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34.2 31.6 34.2
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AOKI SHINKIN BANK

卸売業
OROSHIURI -GYOU

小
売
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

小売業
KOURI-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

卸
売
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲18となり、前期（7～9月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「収益」で3ポイント、「設備」で4ポイ
ントの改善、「売上」で4ポイント、「資金繰り」で7ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で21ポイント、「原材料・仕入価格」で11ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で3ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業
況」で14ポイント、「売上」で10ポイント、「収益」で3ポイントの悪化、「販売・請
負・料金価格」で4ポイント、「原材料・仕入価格」で14ポイントの下降を予想し
ている。

「業況 DI」推移
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業況判断指数

▲18
（+7）

当 期

▲32
（▲14）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

業況判断指数

17
（+46）

当 期

▲5
（▲22）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは17となり、前期（7～9月期）
と比較して46ポイントの改善となった。「売上」で35ポイント、「収益」で22ポ
イント、「資金繰り」で2ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で5ポイント、
「原材料・仕入価格」で2ポイントの下降、「設備」で3ポイントの悪化となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、「業況」で22ポイント、
「売上」で13ポイント、「収益」で10ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で
3ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減
少を予想している。

「業況 DI」推移
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100.0
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28.6 3.667.8

64.332.1 3.6

60.7 39.3
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AOKI SHINKIN BANK

卸売業
OROSHIURI -GYOU

小
売
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

小売業
KOURI-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

卸
売
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足 過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

　卸売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲18となり、前期（7～9月
期）と比較して7ポイントの改善となった。「収益」で3ポイント、「設備」で4ポイ
ントの改善、「売上」で4ポイント、「資金繰り」で7ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」で21ポイント、「原材料・仕入価格」で11ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で3ポイントの改善、「設備」で横ばい、「業
況」で14ポイント、「売上」で10ポイント、「収益」で3ポイントの悪化、「販売・請
負・料金価格」で4ポイント、「原材料・仕入価格」で14ポイントの下降を予想し
ている。

「業況 DI」推移
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業況判断指数

▲18
（+7）

当 期

▲32
（▲14）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

業況判断指数

17
（+46）

当 期

▲5
（▲22）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　小売業の当期（10～12月期）の業況判断DIは17となり、前期（7～9月期）
と比較して46ポイントの改善となった。「売上」で35ポイント、「収益」で22ポ
イント、「資金繰り」で2ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で5ポイント、
「原材料・仕入価格」で2ポイントの下降、「設備」で3ポイントの悪化となる。
　来期（1～3月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、「業況」で22ポイント、
「売上」で13ポイント、「収益」で10ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で
3ポイント、「原材料・仕入価格」で10ポイントの下降、「設備」で2ポイントの減
少を予想している。

「業況 DI」推移
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AOKI SHINKIN BANK

建設業
KENSETSU-GYOU

不
動
産
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

45.732.6 21.7

収益
（単位 :%）

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

建
設
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

　建設業の当期（10～12月期）の業況判断DIは26となり、前期（7～9月
期）と比較して17ポイントの改善となった。「売上」で4ポイント、「収益」で11
ポイント、「設備」で2ポイントの改善、「資金繰り」で横ばい、「販売・請負・料
金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で9ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「設備」で横ばい、「業況」で13ポイント、「売上」で10
ポイント、「収益」で24ポイント、「資金繰り」で11ポイントの悪化、「販売・請
負・料金価格」で8ポイント、「原材料・仕入価格」で19ポイントの下降を予想
している。

「業況 DI」推移
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（+17）

当 期

13
（▲13）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

業況判断指数

▲13
（+10）

当 期

▲13
（0）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲13となり、前期（7～9
月期）と比較して10ポイントの改善となった。「売上」、「資金繰り」で13ポイ
ントの改善、「収益」で7ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で10ポイン
ト、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「収益」で10ポイントの改善、「業況」、「売上」、「資金
繰り」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で10ポイント、「原材料・仕入価格」
で7ポイントの下降を予想している。
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AOKI SHINKIN BANK

建設業
KENSETSU-GYOU

不
動
産
業

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
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45.732.6 21.7

収益
（単位 :%）

不動産業
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（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

建
設
業

楽 変わらず 苦しい 楽 変わらず 苦しい過剰 適正 不足

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少 増加 変わらず 減少増加 変わらず 減少
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　建設業の当期（10～12月期）の業況判断DIは26となり、前期（7～9月
期）と比較して17ポイントの改善となった。「売上」で4ポイント、「収益」で11
ポイント、「設備」で2ポイントの改善、「資金繰り」で横ばい、「販売・請負・料
金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で9ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「設備」で横ばい、「業況」で13ポイント、「売上」で10
ポイント、「収益」で24ポイント、「資金繰り」で11ポイントの悪化、「販売・請
負・料金価格」で8ポイント、「原材料・仕入価格」で19ポイントの下降を予想
している。

「業況 DI」推移
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来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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業況判断指数

▲13
（+10）

当 期

▲13
（0）

来期予想

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　不動産業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲13となり、前期（7～9
月期）と比較して10ポイントの改善となった。「売上」、「資金繰り」で13ポイ
ントの改善、「収益」で7ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で10ポイン
ト、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は、「収益」で10ポイントの改善、「業況」、「売上」、「資金
繰り」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で10ポイント、「原材料・仕入価格」
で7ポイントの下降を予想している。

「業況 DI」推移
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あおしんビジネスクラブのご紹介
あおしんビジネスクラブのインターネットサービス『ビジ
ネスサミットOnline』は、中小企業に役立つ様々なサー
ビスをご利用いただけます。今回は、バックオフィス業務
の効率化、社員教育での活用事例をご紹介致します。

［あおしんビジネスクラブについて］
経営セミナーや研修、Webサービス「ビジネスサミットOnline」や定期購読誌「月刊ビジネスサミット」等を通じ、企業様の経営をサポート！会費は月額
2,640円（税込）となります。ご入会についてはお取引店にお声がけください。

『ビジネスサミットOnline』
サービス説明動画（5分）は

こちら ▶▶▶

動画で解説サービス業
SÂBISU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

サ
ー
ビ
ス
業

過剰 適正 不足

増加 変わらず 減少

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少

2022/62018/12 2019/6 2019/12 2020/6 2020/12 2021/6 2021/12 2022/12

　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲4となり、前期（7～9月
期）と比較して18ポイントの改善となった。「売上」で5ポイント、「収益」で2ポ
イント、「資金繰り」で14ポイント、「設備」で2ポイントの改善、「販売・請負・料
金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は「設備」で2ポイントの改善、「業況」、「販売・請負・料金
価格」で横ばい、「原材料・仕入価格」で4ポイントの下降、「売上」、「資金繰り」
で5ポイント、「収益」で4ポイントの悪化を予想している。

「業況 DI」推移
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　　　　社内規定を整備したい。契約書を新たに作成した
い。書類が最新の法令に沿っているか不安といったお悩みを
多く伺います。書式ダウンロードサービスでは、全2,300種
類以上の専門家確認済みの最新の各種申請・届出書や契約
書などの専門書式をWordやExcelなど編集可能な形式で
ダウンロードが可能となります。また、ビジネスの場で利用で
きるメール文章のひな型もダウンロードできますので新入社
員、若手社員のビジネスマナーにおける研修にもご利用いた
だけます。　

　　　　常時2,000本以上のビジネスレポートを利用いた
だくことが可能。補助金・助成金情報から、経営理論、税制改
正、中小企業事例など豊富なテーマのレポートを作成してい
ます。A４サイズ3枚程度でまとめていますので調べものにご
利用いただけます。また、朝礼やミーディングの場、社内回覧
での活用で社員教育にもお役立ていただけます。

　　　　ビジネスサミットOnlineのイベント機能はご存じで
しょうか。あおしんビジネスクラブでは、ウェブサイトの提供
だけでなくリアル型・オンライン型の各種セミナー・イベント
を開催しております。
　イベント機能を使えば注目のセミナーのご案内の確認から
申込まで本機能で完結させることが可能です。
　ビジネスサミットOnline上のイベント画面を是非ご確認く
ださい!

書式ダウンロードサービス

ビジネスレポート

イベント

これ
は役立ちそうだ！

セミナーは学びが多く効率的！
オンライン開催が豊富にあるのも便利！
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 『2023年導入インボイス制度、電子帳簿保存法は次への布石？』 
   ～デジタルインボイス制度への流れ～ 

 2 月10日(金) 
14 時30分 ～16 時30分  

参加をご希望の方は参加申込書をご記入の上、2月3日（金）迄に青木信用金庫お取引店担当者にお渡しください。 

貴社名 ご芳名 

住 所 

電話番号 お取引店 

ご記入いただきました個人情報は、本セミナーの主催者及び共催者との間で共有させていただきます。なお本セミナーの主催者・共
催者からの各種セミナーなど各種ご案内などには利用させていただきますが、法令の定めのある場合やご本人が同意している場合を
除き、目的外に使用することや第三者に提供することはありません。 

お問合せは、あおしんビジネスクラブ事務局（青木信用金庫 地域振興部） 
担当：中山・飯田まで TEL：０４８-２５１-７６６７ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   切 り 取 り 線   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
「新春経済セミナー」参加申込書 

2023年 

第11回 新春経済セミナー 
  税制対応セミナー 

武田憲明 氏 

田部井敏雄 氏 

日時・会場 
川口駅前市民ホール 
『フレンディア』 
（川口駅東口キュポ・ラ本館棟4階） 
   住所：川口市川口1－1－1 

  『税金はなぜ“ややこしい”のか』 
     ～所得税、法人税、消費税及び相続税はどのように関わっているのか～ 

 講師 ： 武田憲明 氏（税理士/武田会計事務所所長） 
インボイス制度、電子帳簿保存法の導入による中小事業者への影響。デジタルインボイス
制度という“経済インフラ”の概要と影響について解説します。 

講師 ： 田部井敏雄 氏（税理士/平成国際大学特任教授） 
所得とは何か。所得税、法人税、消費税及び相続税はどのように関わっているのか
について解説します。 

 講演概要 

主  催   あおしんビジネスクラブ 
共  催   関東信越税理士会 西川口支部、青木信用金庫 

定員50名 
（先着順） 

～注意事項～ 
●マスク着用の上お越しください。●入場前の検温および手指の消毒にご協力ください。●体調がすぐれない方はご入場をご遠慮いただく場合がございます。 

5月18日 ６月22日 ９月13日 10月 

次世代経営者向け 
webセミナー 

 
次世代経営者による事業承継と
経営革新︕ 
～次世代経営者のターニングポイント 
に必要な学びと経営姿勢とは︖︕～ 

次世代経営者に向け経営者に必要な 
ポイントをお伝えします︕ 

事業承継サポート 
webセミナー 

 
 事業承継者（現役経 
 営者／後継者）を対 
 象に親族内承継や成 
 長戦略の実施に関す 
 る経営セミナーを開 
 催します。 

 
次世代経営者による「難局」 
 を乗り越える秘訣とは︖︕ 
 ～2名の次世代経営者に 
 よる苦難を乗り越えた 
    経営革新を学ぶ～ 

 

第８期あおしん次世代経営塾 
 ～中小企業大学校サテライト・
ゼミwith青木信用金庫～ 

 全3回(10/3、10/19、11/2) 
  次世代トップリーダー養成講座 

～人間力向上編～ 

第11回新春経済セミナー 
2023.2.10 

     11月9日 11月25日 ２月10日 

 次世代経営者向け 
  webセミナー 
 
ベンチャー型事業承継の神髄︕ 
 学びを通じた新チャレンジ事例︕ 

第28回地域貢献セミナー 
2022.11.9 

   
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（チラシは2022.2.18開催時のものです） 
  

株式会社 浜野製作所 
代表取締役 CEO 
浜野 慶一氏 

2022年度 年間スケジュール   
下記内容、開催月は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。 

  ウェブサービスもご活用ください︕ 
あおしんビジネスクラブでは、経営に役立つ様々な情報をお届 
けしています。詳しくは、QRコードより動画をご覧ください。 

次世代経営者向け 
webセミナー 

 

中小企業診断士 
坂本 篤彦 氏 

北野 大氏 

静岡県立大学  
教授 落合康裕 氏 

他2名の経営者による 
事例セミナーとパネルディスカッション 

事業承継サポート 
webセミナー 

 
 

事業承継者（現役経 
 営者／後継者）を対 
 象に第三者承継や成 
 長戦略の実施に関す 
 る経営セミナーを開 
 催します。 

会場︓川口駅前市民ホール
『フレンディア』 

会場︓川口駅前市民ホール
『フレンディア』 

10月21日 

会場︓川口駅前市民ホール
『フレンディア』 

新春企画！法改正等 
知っておきたい事項 
をお伝えします。 

 インクグロウ株式会社    TEL︓03-6264-9526／FAX︓03-3668-0012  Mail: bso-service@incgrow.co.jp 

青木信用金庫 地域振興部  TEL︓048-251-7667／FAX︓048-257-5023  Mail: chiikishinkouka@aoki-shinkin.co.jp  

お問い合わせ 

（あおしんビジネスクラブ運営支援会社） 

次世代経営者に向け経営者に必要な 
ポイントをお伝えします︕ 

 
1          Copyright (C) INCGROW Co.,Ltd. 
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1          Copyright (C) INCGROW Co.,Ltd. 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Environment Social Governance

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   No  

 

・業界研究レポート
 （業界特徴／ビジネスモデル／SWOT分析例等）
・後継者の「お悩み解決塾」
・組織活性化のポイント・社員のやる気を高める4つの原則
・決算書の見方と分析方法
・補助金、助成金関連レポート（補助金概要や事例）

ビジネスレポート例

1918



あおしんビジネスクラブのご紹介
あおしんビジネスクラブのインターネットサービス『ビジ
ネスサミットOnline』は、中小企業に役立つ様々なサー
ビスをご利用いただけます。今回は、バックオフィス業務
の効率化、社員教育での活用事例をご紹介致します。

［あおしんビジネスクラブについて］
経営セミナーや研修、Webサービス「ビジネスサミットOnline」や定期購読誌「月刊ビジネスサミット」等を通じ、企業様の経営をサポート！会費は月額
2,640円（税込）となります。ご入会についてはお取引店にお声がけください。

『ビジネスサミットOnline』
サービス説明動画（5分）は

こちら ▶▶▶

動画で解説サービス業
SÂBISU-GYOU

資金繰り
（単位 :%）

設備
（単位 :%）

販売・請負・料金価格
（単位 :%）

原材料・仕入価格
（単位 :%）

売上
（単位 :%）

良い 普通 悪い業況
（単位 :%）

収益
（単位 :%）

サ
ー
ビ
ス
業

過剰 適正 不足

増加 変わらず 減少

楽 変わらず 苦しい

上昇 変わらず 下降 上昇 変わらず 下降

増加 変わらず 減少
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　サービス業の当期（10～12月期）の業況判断DIは▲4となり、前期（7～9月
期）と比較して18ポイントの改善となった。「売上」で5ポイント、「収益」で2ポ
イント、「資金繰り」で14ポイント、「設備」で2ポイントの改善、「販売・請負・料
金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価格」で7ポイントの下降となる。
　来期（1～3月期）は「設備」で2ポイントの改善、「業況」、「販売・請負・料金
価格」で横ばい、「原材料・仕入価格」で4ポイントの下降、「売上」、「資金繰り」
で5ポイント、「収益」で4ポイントの悪化を予想している。

「業況 DI」推移
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

　　　　社内規定を整備したい。契約書を新たに作成した
い。書類が最新の法令に沿っているか不安といったお悩みを
多く伺います。書式ダウンロードサービスでは、全2,300種
類以上の専門家確認済みの最新の各種申請・届出書や契約
書などの専門書式をWordやExcelなど編集可能な形式で
ダウンロードが可能となります。また、ビジネスの場で利用で
きるメール文章のひな型もダウンロードできますので新入社
員、若手社員のビジネスマナーにおける研修にもご利用いた
だけます。　

　　　　常時2,000本以上のビジネスレポートを利用いた
だくことが可能。補助金・助成金情報から、経営理論、税制改
正、中小企業事例など豊富なテーマのレポートを作成してい
ます。A４サイズ3枚程度でまとめていますので調べものにご
利用いただけます。また、朝礼やミーディングの場、社内回覧
での活用で社員教育にもお役立ていただけます。

　　　　ビジネスサミットOnlineのイベント機能はご存じで
しょうか。あおしんビジネスクラブでは、ウェブサイトの提供
だけでなくリアル型・オンライン型の各種セミナー・イベント
を開催しております。
　イベント機能を使えば注目のセミナーのご案内の確認から
申込まで本機能で完結させることが可能です。
　ビジネスサミットOnline上のイベント画面を是非ご確認く
ださい!

書式ダウンロードサービス

ビジネスレポート

イベント

これ
は役立ちそうだ！

セミナーは学びが多く効率的！
オンライン開催が豊富にあるのも便利！

68.9 24.46.7

4.4 82.3 13.3

86.74.4 8.9

84.52.2 13.3

88.9 8.9

86.7 11.1

82.217.8

82.2 2.215.6

82.215.6 2.2

48.9 51.1

57.840.0 2.2

44.4 2.253.4

28.9 46.7 24.4

24.4 55.6 20.0

28.9 51.1 20.0

46.615.6 37.8

60.017.8 22.2

20.0 55.6 24.4

24.4 48.9 26.7

17.8 60.0 22.2

20.0 60.0 20.0

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

前期
2022年7～9月

当期
2022年10～12月

来期
2023年1～3月

2.2

2.2

参加費 
無料 

 『2023年導入インボイス制度、電子帳簿保存法は次への布石？』 
   ～デジタルインボイス制度への流れ～ 

 2 月10日(金) 
14 時30分 ～16 時30分  

参加をご希望の方は参加申込書をご記入の上、2月3日（金）迄に青木信用金庫お取引店担当者にお渡しください。 

貴社名 ご芳名 

住 所 

電話番号 お取引店 

ご記入いただきました個人情報は、本セミナーの主催者及び共催者との間で共有させていただきます。なお本セミナーの主催者・共
催者からの各種セミナーなど各種ご案内などには利用させていただきますが、法令の定めのある場合やご本人が同意している場合を
除き、目的外に使用することや第三者に提供することはありません。 

お問合せは、あおしんビジネスクラブ事務局（青木信用金庫 地域振興部） 
担当：中山・飯田まで TEL：０４８-２５１-７６６７ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   切 り 取 り 線   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
「新春経済セミナー」参加申込書 

2023年 

第11回 新春経済セミナー 
  税制対応セミナー 

武田憲明 氏 

田部井敏雄 氏 

日時・会場 
川口駅前市民ホール 
『フレンディア』 
（川口駅東口キュポ・ラ本館棟4階） 
   住所：川口市川口1－1－1 

  『税金はなぜ“ややこしい”のか』 
     ～所得税、法人税、消費税及び相続税はどのように関わっているのか～ 

 講師 ： 武田憲明 氏（税理士/武田会計事務所所長） 
インボイス制度、電子帳簿保存法の導入による中小事業者への影響。デジタルインボイス
制度という“経済インフラ”の概要と影響について解説します。 

講師 ： 田部井敏雄 氏（税理士/平成国際大学特任教授） 
所得とは何か。所得税、法人税、消費税及び相続税はどのように関わっているのか
について解説します。 

 講演概要 

主  催   あおしんビジネスクラブ 
共  催   関東信越税理士会 西川口支部、青木信用金庫 

定員50名 
（先着順） 

～注意事項～ 
●マスク着用の上お越しください。●入場前の検温および手指の消毒にご協力ください。●体調がすぐれない方はご入場をご遠慮いただく場合がございます。 

5月18日 ６月22日 ９月13日 10月 

次世代経営者向け 
webセミナー 

 
次世代経営者による事業承継と
経営革新︕ 
～次世代経営者のターニングポイント 
に必要な学びと経営姿勢とは︖︕～ 

次世代経営者に向け経営者に必要な 
ポイントをお伝えします︕ 

事業承継サポート 
webセミナー 

 
 事業承継者（現役経 
 営者／後継者）を対 
 象に親族内承継や成 
 長戦略の実施に関す 
 る経営セミナーを開 
 催します。 

 
次世代経営者による「難局」 
 を乗り越える秘訣とは︖︕ 
 ～2名の次世代経営者に 
 よる苦難を乗り越えた 
    経営革新を学ぶ～ 

 

第８期あおしん次世代経営塾 
 ～中小企業大学校サテライト・
ゼミwith青木信用金庫～ 

 全3回(10/3、10/19、11/2) 
  次世代トップリーダー養成講座 

～人間力向上編～ 

第11回新春経済セミナー 
2023.2.10 

     11月9日 11月25日 ２月10日 

 次世代経営者向け 
  webセミナー 
 
ベンチャー型事業承継の神髄︕ 
 学びを通じた新チャレンジ事例︕ 

第28回地域貢献セミナー 
2022.11.9 

   
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（チラシは2022.2.18開催時のものです） 
  

株式会社 浜野製作所 
代表取締役 CEO 
浜野 慶一氏 

2022年度 年間スケジュール   
下記内容、開催月は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。 

  ウェブサービスもご活用ください︕ 
あおしんビジネスクラブでは、経営に役立つ様々な情報をお届 
けしています。詳しくは、QRコードより動画をご覧ください。 

次世代経営者向け 
webセミナー 

 

中小企業診断士 
坂本 篤彦 氏 

北野 大氏 

静岡県立大学  
教授 落合康裕 氏 

他2名の経営者による 
事例セミナーとパネルディスカッション 

事業承継サポート 
webセミナー 

 
 

事業承継者（現役経 
 営者／後継者）を対 
 象に第三者承継や成 
 長戦略の実施に関す 
 る経営セミナーを開 
 催します。 

会場︓川口駅前市民ホール
『フレンディア』 

会場︓川口駅前市民ホール
『フレンディア』 

10月21日 

会場︓川口駅前市民ホール
『フレンディア』 

新春企画！法改正等 
知っておきたい事項 
をお伝えします。 

 インクグロウ株式会社    TEL︓03-6264-9526／FAX︓03-3668-0012  Mail: bso-service@incgrow.co.jp 

青木信用金庫 地域振興部  TEL︓048-251-7667／FAX︓048-257-5023  Mail: chiikishinkouka@aoki-shinkin.co.jp  

お問い合わせ 

（あおしんビジネスクラブ運営支援会社） 

次世代経営者に向け経営者に必要な 
ポイントをお伝えします︕ 
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https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/index.html 
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・業界研究レポート
 （業界特徴／ビジネスモデル／SWOT分析例等）
・後継者の「お悩み解決塾」
・組織活性化のポイント・社員のやる気を高める4つの原則
・決算書の見方と分析方法
・補助金、助成金関連レポート（補助金概要や事例）

ビジネスレポート例

1918



青木信用金庫との連携事例

株式会社グッドワン
成長支援事業 専門家派遣（事例）－ 青木信用金庫 芝前川支店との取り組み

人とペットに優しい住宅建築が強みの不動産会社　株式会社グッドワン
－ 支援テーマ：企業ブランディング構築・プロモーション制作支援 －

株式会社グッドワン

　豊富な不動産売買の経験、バリアフリー設計や愛犬家コーディネーター資格ホルダーが企画設計す
るペット仕様の住宅建築に強みを持つ不動産会社の株式会社グッドワン様。自社の強みや個性を企
業ブランディングとして構築し、認知アップに繋げる有効なプロモーションを行いたいという経営課
題がありました。

ヒアリングによる現状把握を行い、支援テーマと支援計画を策定していきま
した。

Step1：弊財団コーディネーターによる佐藤社長との事前面談

ブランディング構築・プロモーション制作に長けた専門家による支援を行い
ました。芝前川支店担当者も必ず同席し、適宜連携してまいりました。

Step2：支援テーマに最適な専門家をマッチングし、専門家派遣による企業支援を開始

専門家はレジュメを示しながら、具体的かつ的確なアドバイスや指導を行いま
した。佐藤社長は熱心に学び、プロモーション手法を習得されました。

Step3：佐藤社長自ら学び、実践され、理解を深めた専門家の充実した支援内容

【企業概要 / 経営課題】

　成果を実感された佐藤社長より、SNSによるプロモーション実行支援をテーマとした追加支援のご
要望をいただき、ご支援を継続しています。インスタグラムの有効な活用による企業の認知アップやデ
ジタルマーケティングによるプロモーションをご支援しています。

【継続支援（有料枠）への発展】

【成長支援事業専門家派遣（無料枠 5 回）のご支援状況】

住 所
代 表 者
事 業 内 容
電 話 番 号
ホームページ

埼玉県さいたま市緑区大間木1703-1
代表取締役　佐藤　勇義
不動産売買・仲介管理、建物の設計・建築
048-755-9843
https://good1.co.jp/

毎回、参考例付き資料で専門家の先生にご指導を賜り、
青信様や財団様のご協力もいただき、自ら具体的な
プロモーション制作に取り組めるようになりました。

プロモーション支援の具体例

専門家による支援の様子
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●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）

本店営業部
北 支 店
鳩ヶ谷支店
西川口支店
飯 仲 支 店
蕨駅前支店
並木町支店
浦 和 支 店
南 平 支 店
谷 塚 支 店
芝前川支店
柳 崎 支 店
足 立 支 店
埼大通支店
朝 日 支 店
越 谷 支 店
東越谷支店
江戸袋支店
戸 塚 支 店

①
②
③
④
⑲
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
㉛
⑪
⑫
⑬
⑭
38
⑮
⑯

〒332-0032 川口市中青木 2-13-21
〒333-0845 川口市上青木西 5-27-15
〒334-0002 川口市鳩ヶ谷本町 2-1-3
〒332-0021 川口市西川口 2-1-20
〒332-0021 川口市西川口 2-1-20( 西川口支店内 )
〒333-0851 川口市芝新町 7-5
〒332-0034 川口市並木 4-1-18
〒336-0931 さいたま市緑区原山 1-4-4
〒332-0003 川口市東領家 2-1-1
〒340-0023 草加市谷塚町 1336-2
〒333-0848 川口市芝下 3-37-26
〒333-0848 川口市芝下 3-37-26( 芝前川支店内 )
〒121-0075 足立区一ツ家 2-10-15
〒338-0823 さいたま市桜区栄和 3-13-10
〒332-0001 川口市朝日 2-27-13
〒343-0806 越谷市宮本町 1-166-3
〒343-0806 越谷市宮本町 1-166-3( 越谷支店内 )
〒334-0075 川口市江戸袋 1-12-1
〒333-0802 川口市戸塚東 3-3-1

℡ 048-251-5811
℡ 048-266-6000
℡ 048-281-4003
℡ 048-252-4665
℡ 048-252-4665
℡ 048-265-1831
℡ 048-251-0260
℡ 048-882-2051
℡ 048-222-1260
℡ 048-927-1101
℡ 048-267-6543
℡ 048-267-6543
℡ 03-3850-9911
℡ 048-854-1141
℡ 048-225-1811
℡ 048-965-2821
℡ 048-965-2821
℡ 048-285-3611
℡ 048-296-2211

八 潮 支 店
戸 田 支 店
芝 支 店
蕨 支 店
南浦和支店
指 扇 支 店
尾間木支店
大 宮 支 店
上 尾 支 店
桶 川 支 店
新 座 支 店
栄 町 支 店
榛 松 支 店
差 間 支 店
吉 川 支 店
木 崎 支 店
神 根 支 店
安 行 支 店

⑰
⑱
⑳
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕
㉖
35
㉗
㉘
㉙
32
33
34
36
37

〒340-0808 八潮市緑町5-12-7
〒335-0011 戸田市下戸田2-31-1
〒333-0855 川口市芝西2-26-24
〒335-0001 蕨市北町1-23-15
〒336-0025 さいたま市南区文蔵2-21-4
〒331-0073 さいたま市西区指扇領別所382-2
〒336-0926 さいたま市緑区東浦和7-32-16
〒330-0855 さいたま市大宮区上小町803-1
〒362-0045 上尾市向山2-1-4
〒362-0045 上尾市向山2-1-4(上尾支店内)
〒352-0001 新座市東北2-2-11
〒332-0017 川口市栄町1-12-21-101
〒334-0062 川口市榛松1-16-8
〒333-0815 川口市北原台3-21-28
〒342-0036 吉川市高富1-14-17
〒330-0042 さいたま市浦和区木崎2-31-27
〒333-0832 川口市神戸787-1
〒334-0051 川口市安行藤八480-2

℡ 048-995-1121
℡ 048-446-1311
℡ 048-261-5211
℡ 048-443-1331
℡ 048-864-8111
℡ 048-623-6911
℡ 048-874-3511
℡ 048-645-8551
℡ 048-725-5311
℡ 048-725-5311
℡ 048-472-4311
℡ 048-254-0121
℡ 048-285-8855
℡ 048-294-8050
℡ 048-981-6622
℡ 048-833-2711
℡ 048-282-6611
℡ 048-298-2011

店 舗 一 覧

ふじみ野市 

㉗

㉑

④ ⑥

⑤
⑳ ㉛

㉒

⑱ ⑲

⑫

㉕
34

㉓

㉖35

⑦

⑩
② ③

⑬①
㉘
⑧

⑮

37

㉙

㉔

3632 ⑯

⑭38

33

⑰
⑨

⑪

やしお

みさとちゅうおう

さいたましんとしん

よしかわ

2022 年 10 月～12月期
2023年  1 月～ 3 月期

〈実　績〉
〈見通し〉
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